
再 評 価 調 書
８整理番号

土木部都市局公園街路課 街路・特定施設Ｇ 内線4650担当部局

１ 事業概要 ５ 評価内容
街路事業 (都)宍塚大岩田線 本路線の阻害要因となっている国道354号の高津橋は老朽橋であり，また，通行(１)事 業 名 (２)名 称

， ， 。(３)事業主体 (４)箇 所 名茨城県 土浦市下高津地内 制限が設けられ 緊急車両の通行に支障を来していることから 架替が必要である

平成２５年度 平成３２年度 沿線地区における土地利用の活発化に伴い交通量が増大し，以前よりも渋滞が激(５)採択年度 (６)完成予定年度 (１)事業の必要性
・本都市計画道路は，土浦市南部を東西に結ぶ主要幹線道路であり，整備により地 しくなっていることから，渋滞解消のための整備を進める必要がある。

社会情勢等の変化 計画時の 現時点で 社会情勢等の変化 計画時の 現時点で(７)事業目的 域間の交流，連携強化を図る。
に関する指標１ 状 況 の 状 況 に関する指標２ 状 況 の 状 況・老朽橋の架替及び立体交差付近における狭隘区間を解消し 交通の円滑化を図る， 。

・通学児童などの歩行者，自転車利用者の安全の確保を図る。 11,500 12,933 ― ― ―(都）宍塚大岩田線

・街路延長：Ｌ＝３６２ｍ，幅員：Ｗ＝２０ｍ／６．５ｍ（２車線） 台/日 台/日対象区間 交通量

・用地補償：Ａ＝４，０００ｍ２，家屋補償：２２戸 本事業の実施により，狭隘区間において混雑時の渋滞長の解消が図られるととも(８)事業内容
に，通学路の安全性が確保されるなど，交通安全対策の推進が図られる。

効果予測に関する 事業なし 事業あり 効果予測に関する 事業なし 事業あり

指標１ 指標２２ 再評価の理由
５年経過 平成２９年度 4分 1分 ― ― ―(１)再評価の理由 (２)当初完成予定 (２)事業の有効性 （都）宍塚大岩田線

対象区間の通過時間(３)未着工・事業が 土浦市内の市街地における事業のため，商店や住宅が事業地となり，代替地要

効果算定要因に関 事業なし 事業あり 効果算定要因に関 事業なし 事業あり長期間要してい 求者による用地交渉が難航したことから，当初の事業計画期間内での完了が困難

する指標１ する指標２る理由 となり事業が長期化している。

交通量 9,800 11,500 ― ― ―(４)前回指摘事項に 委員会の意見 対 応 状 況
（Ｈ４２） 台／日 台／日対する対応状況

再々評価の場合 ア）主な効果（Ｂ）（ ） ― ―
①当該路線の整備により，土浦市下高津地内の走行時間短縮，走行経費の減少
が図れる。
（約１８．８億円 ））

②通行車両・歩行者等の交通安全性が確保される。３ 事業計画の変更
平成２９年度 → 平成３２年度 ３年延長 （約０．１億円 ） （合計１８．９億円））

【理由】用地交渉が難航（代替地要求）したことにより事業が遅れた。今後，橋 ③国道３５４号の高津橋交差部の幅員狭小，高さ制限が解消され，通過交通や(１)完成年度の変更
梁および道路改良の工事に３年を要することから，完成年度を３年延長する。 緊急車両等の円滑な通行が図れる。(３)事業の効率性
【理由】 ④道路拡幅に伴う延焼防止効果が期待される。

― ⑤緊急輸送道路ネットワークの強化が図れる。(２)事業内容の変更

(３)事業費の変更 イ）主な費用（Ｃ）【理由】

― １５．４億円①事 業 費
０．２億円②維持管理費

１５．６億円計

４ 進捗状況と今後の見通し
主な効果のうち貨幣化が可能な①,②について事業の効率性を分析した結果は以下のとおりである。(１)事業進捗状況 全 体 前年度 前年度まで 進捗率

参考となる指標 Ｂ／Ｃ＝ １．２１事 業 量(ｍ) ３６２ ０ ０ ０ ％

４７．１ ％事 工 事 費 ９２５ １１４ ４３６

６７５ ７７ ６２４ 地元市町村である土浦市より，整備要望第１位で要望がされている。業 用地買収補償費 (４)地元の意向９２．４ ％

６８．４ ％費 計(百万円) １,６００ ２００ １，０９５

大型商業施設前の市道工事が，平成２１年に完了した。(２)関連事業の進捗
状況 (５)コスト縮減や

―代替案立案の
工 事 用 地 等 可能性

６対応方針 ７再評価委員会の意見 ８委員会の意見を踏まえた対応高津橋の架け替えや道路改良工事を 残る用地取得（残１件）について，平成

平成３２年度までに完了させ，供用 ３０年度までに完了させる。 土浦市内の交通環境を改善 継続することが妥当である。 期間内の完成を目指し，現計画で事(３)今後の見通し
開始を図る。 し，地域間の交流・連携強化 業を進める。

， 。を図るため 事業を継続する


